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各医科大学学長  殿

各大学医学部長  殿

各関係機関の長  殿

                        
関西医科大学
                                  　
学 長   友　田　　幸　一
（公印省略）

リハビリテーション医学講座担当教授候補者の推薦について（期間延長）
謹啓  時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて、本学では、リハビリテーション医学講座を担当する主任教授候補者のご推薦をかねてより依頼しておりましたが、このたび、より多く人材を求めるために公募期間を延長することになりました。
本学リハビリテーション医学講座担当教授には、当該分野全般において深い学識と優れた業績および豊富な臨床経験を有し、国際的な視野を持ちながら当該講座の教育・研究・診療における中心的指導者としての能力と熱意を持たれている方を求めております。
つきましては、ご多用中のところ恐縮に存じますが、貴学及び関係機関に適任者がおられましたら、下記によりご推薦賜りますようお願い申し上げます。

　　　　　敬 具
記
１．所　　属　： リハビリテーション医学講座
２．職　　名　： 主任教授
３．送付頂きたい書類

(1) 推薦書  1部  　 （別添用紙による）

(2) 履歴書  1部  　 （別添用紙による）

(3) 業績目録  1部   　（別添用紙による）
(4) 教育歴及び教育に関する抱負　1部（別添用紙による）

(5) 診療実績の概要と抱負  1部（別添用紙による）
(6) 診療実績一覧表　 1部 （別添用紙による）
(7) 診療実績集計表　 1部 （別添用紙による）

(8) 研究の業績概要と抱負　1部（別添用紙による）
(9) 科学研究費補助金・各種研究助成金等交付状況　1部（別添用紙による）
(10) 論文別刷　
主な論文別刷 10篇以内 
各3部

総説があれば2篇以内 
各3部


（論文別刷は選考終了後、返送いたします）
＊ 上記様式は、本学ホームページ（http://www.kmu.ac.jp/recruit/）からダウンロードできます。
４．推薦期限 ： 平成29年9月30日（土）必着
５．送付先 ： 〒573－1010　大阪府枚方市新町2丁目5番1号



　　　　　　　　関西医科大学総合企画室総合企画課
　　　　　　　　　　(TEL)072－804－0101（内線：2067）　(E-mail) sogokik@hirakata.kmu.ac.jp
（注1）郵送は書留とし、封書に「リハビリテーション医学講座担当教授候補者応募書類在中」と朱書でご記入下さい。
（注2）送付書類（2）～（9）は郵送に加え、データファイルを本学総合企画室総合企画課（sogokik@hirakata.kmu.ac.jp）宛に電子メールでご提出下さい。

追記：選考の過程においてご来学の上、ご講演等を頂く場合がありますので、予めご承知おき下さい。
以 上
記入上の注意事項
１．履歴書
(1)「学歴欄」は、高等学校卒業以降の学歴、実地修練及び専攻生、研究生などの研究歴を記入して下さい。

(2)「免許欄」は、免許名のほか取得年月日、登録番号を記入して下さい。

(3)「学位欄」は、学位名のほか授与された大学名、取得年月日を記入して下さい。

 (4)「加入学会と評議員等欄」は、現在加入学会と評議員、役員名、認定医、専門医等を記入して下さい。

(5)「賞罰欄」は、学会賞受賞等も含めて記入して下さい。

(6)履歴書においては、西暦は記入せず、和暦を記入して下さい。

２．業績目録
(1) 著書、原著、症例報告、総説その他、主要な学会発表（①特別講演、②シンポジウム・パネルディスカッション・ワークショップ等、③外国の年次集会、国際学会の一般講演）はそれぞれ別葉とし、現在から順に発表年次(西暦を記入)を過去にさかのぼって記載し、番号を附して下さい。
(2) 著書、原著、症例報告、総説その他については、欧文と和文は別葉とし、必ず最初及び最終の頁を記入して下さい。なお、欧文原著については臨床と基礎を区分して下さい。目安として、研究の対象が患者データであるものは臨床、それ以外の動物実験等は基礎に区分して下さい。また、学位論文は○印で明示して下さい。
なお、原著、総説および症例報告にはインパクトファクター(2016年度版)を記入して下さい。特別講演とシンポジウム・パネルディスカッション・ワークショップ等は、国内学会と国際学会に分けて記入して下さい。
(3) 共著論文については、著者名を全員発表どおり記入し、本人名の下に線を引いて下さい。
(4) 刊行前の論文については、掲載予定証明書のあるものに限り記入することとし、その写しを添付して下さい。
(5) 所定用紙に、所定の順序により記入して下さい。該当の業績がない場合には、「なし」と記入して下さい。

３．教育歴及び教育に関する抱負

　　これまでの教育歴について、講義、演習、実習、学位指導等の担当、教育に関する行事への参加等及び教育に関する抱負を具体的に記入して下さい。

　
４．診療実績の概要と抱負

　　社会貢献活動及びマスメディアに取り上げられたものがあれば、含めて記入して下さい。
　　また、着任後の診療における経営戦略についてもご記入下さい。

５．診療実績
(1) 診療実績一覧表
平成28年4月1日から平成29年3月31日までの過去1年間に診察した病名及びリハビリのオーダーを、次の分野ごとに別葉として、新しいものから順に診察日を過去にさかのぼって記入し、番号を付して下さい。
　　　　　　分野1：脳卒中、その他の脳疾患　　　　分野5：関節リウマチ、その他の骨関節疾患

　　　　　　分野2：脊髄損傷、その他の脊髄疾患　　分野6：切断

　　　　　　分野3：脳性麻痺、その他の小児疾患　　分野7：呼吸器・循環器疾患

　　　　　　分野4：神経及び筋疾患　　　　　　　　分野8：その他（悪性腫瘍、火傷等）
(2) 診療実績集計表
上記（1）で記載した診療実績について、分野ごとに件数を集計し、記入して下さい。
６．研究の業績概要と抱負

マスメディアに取り上げられたものがあれば、含めて記入して下さい。

　　 
７．科学研究費補助金・各種研究助成金等交付状況

(1) 科学研究費補助金等公的補助金、文部科学省、厚生労働省からの交付状況を現在から順に交付年度（西暦）を過去にさかのぼって記入するものとし、例えば、「研究費の名称」の項目は「文部科学省」「厚生労働省」の別と、「特定領域研究」「新学術領域研究」「基盤研究(S)・(A)・(B)・(C)」「挑戦的萌芽研究」「若手研究(S)・（A）・(B)」等種目の別を、また、種目ごとの交付金額(単位：万円)及び代表・分担の別を記入して下さい。
なお、複数年度の内定を受けた同一課題は、期間（年度）及び累計金額を記入して下さい。
(2) その他の各種研究助成金等は、「研究費の名称」の項目に助成団体名を記入して下さい。
以　上

推薦書
	※受付番号
	候補者名
	年齢
	性別
	現在の職名
	最終学歴（出身校・卒業年次）

	
	
	満

　

歳
	
	
	

	推薦理由


	推薦者職・氏名・印




※受付番号の記入は不要です。
履歴書
	（フリガナ）

氏名
生年月日
	㊞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男・女
年　　　　月　　　　日　生

	現職
	

	現住所
	（〒　　－　　）



	連絡先電話番号
	
	E-mail
	

	学歴
	　　年　　月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高等学校卒業

	免許
	

	学位
	

	職歴
（留学歴を含む）
	

	加入学会と
評議員等
	

	賞罰
	


業績目録
１．著書：整理番号、書名（分担の場合はその題目）、著者名、発行所、初頁～終頁、現在から順に発表年次(西暦)を過去にさかのぼって記載。
	


注．用紙が不足する場合は、本用紙を複写して下さい。あるいは、この様式に準じて作成していただいても結構です。
２．原著：整理番号、論文題名、著者名及び共著者名、発表誌名、巻、初頁～終頁、現在から順に発表年次(西暦)を過去にさかのぼって記載。
	


インパクトファクターは2016年度版をご使用ください。

注．用紙が不足する場合は、本用紙を複写して下さい。あるいは、この様式に準じて作成していただいても結構です。
３．症例報告：整理番号、論文題名、著者名及び共著者名、発表誌名、巻、初頁～終頁、現在から順に発表年次(西暦)を過去にさかのぼって記載。
	


インパクトファクターは2016年度版をご使用ください。

注．用紙が不足する場合は、本用紙を複写して下さい。あるいは、この様式に準じて作成していただいても結構です。
４．総説その他：整理番号、題名、著者名及び共著者名、発表誌名、巻、初頁～終頁、現在から順に発表年次(西暦)を過去にさかのぼって記載。
	


インパクトファクターは2016年度版をご使用ください。

注．用紙が不足する場合は、本用紙を複写して下さい。あるいは、この様式に準じて作成していただいても結構です。
５．主要な学会発表(①特別講演)：整理番号、演題名、発表者及び共同発表者名、学会名、現在から順に発表年次(西暦)を過去にさかのぼって
記載。
	


注．用紙が不足する場合は、本用紙を複写して下さい。あるいは、この様式に準じて作成していただいても結構です。

６．主要な学会発表(②シンポジウム・パネルディスカッション・ワークショップ)：整理番号、演題名、発表者及び共同発表者名、学会名、
現在から順に発表年次(西暦)を過去にさかのぼって記載。
	


注．用紙が不足する場合は、本用紙を複写して下さい。あるいは、この様式に準じて作成していただいても結構です。

７．主要な学会発表(③―(１)外国の年次集会の一般講演)：整理番号、演題名、発表者及び共同発表者名、学会名、現在から順に発表年次(西暦)を過去にさかのぼって記載。
	


注．用紙が不足する場合は、本用紙を複写して下さい。あるいは、この様式に準じて作成していただいても結構です。

８．主要な学会発表(③―(２)国際学会の一般講演)：整理番号、演題名、発表者及び共同発表者名、学会名、現在から順に発表年次(西暦)を過去にさかのぼって記載。
	


注．用紙が不足する場合は、本用紙を複写して下さい。あるいは、この様式に準じて作成していただいても結構です。

教育歴及び教育に関する抱負
氏名　　　　　　　　　　　　
	


注．2000字程度にてご記入下さい。

診療実績の概要と抱負
氏名　　　　　　　　　　　　

	


注．2000字程度にてご記入下さい。
研究の業績概要と抱負
氏名　　　　　　　　　　　　
	


注．2000字程度にてご記入下さい。

科学研究費補助金・各種研究助成金等交付状況
氏名　　　　　　　　　　　

◎整理番号、交付年度、研究費の名称、研究課題名、代表・分担の別、交付金額を現在から順に交付年次（西暦）を過去にさかのぼって記載。

	


注．用紙が不足する場合は、本用紙を複写して下さい。あるいは、この様式に準じて作成していただいても結構です。
